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白
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と
私
、　

　
今
日
は
ど
こ
に
行
こ
う！

あいこむ/EyeCOM代表の榊原英雄さん
（P16に関連記事あり）

注目記事

町民インタビュー

小学生が議会に
パワフル訪問！

まちのお金は
どう使われた？

ご縁、繋がり、
出会いに感謝
― 榊原英雄さん
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令和5年9月定例会

6月3月 9月 12月

議会たけとよ
未来のため

に考えよう、みんなも一緒に
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▲田中來空さんからの手紙
く　ら

小
学
生
が
議
会
へ
パ
ワ
フ
ル
訪
問
！

６月8日

5月に議会宛に富貴小学校6年生の方から1通の手紙が届きました。
議会だより183号の町民さんからのお便りを見たことをきっかけに手紙を送ってくださった
そうです。実際に会って話を聞いてみようと考えお声を掛けたところ、
保護者の方とお友達と合わせて7人によるパワフルな訪問をしていただきました！

●津波が来ると怖いので堤防を高くしてほしいです

●避難場所の小桜神社は屋根が無いので、
  高くて頑丈な建物を造ってほしいです

●ペットと一緒に避難できる場所を作ってほしいです

お手紙の内容に対して、1つ1つ

丁寧に対応させていただきまし

た。今後も幅広い住民の方々と

の意見交換を進めていきます。

防災交通課職員より

こんな手紙が届きました！

真剣な表情で職員の説明を聞いていました。
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のの は

9月13日
手紙を書いてくれた田中さん宅へ伺い、議会へ訪問したその後をインタビューさせていただきました！

議会訪問のその後をインタビュー！

こんな武豊町になってほしいな！

來空さん（右）と妹の希果さん（左）

田中來空さんのお母さん

〒 470-2392 武豊町字長尾山２番地
☎ 0569－72－1111（議会事務局へ）
 gikai@town.taketoyo.lg.jp
 ホームページの入力フォームはこちら▶ 

▶議会へのご意見・ご感想はこちらへ
みなさんのご意見を気軽にお聞かせください。
郵送、電話、メール、ホームページから
受付しております。

勇気を持って出してくれた手紙から

富貴小学校の子どもたちの声を聞くこと

ができました。少しでも不安が無く

なるよう、町政に声を届けます。

議会見学も待ってますよ。

　　　 青木信哉議長より

一緒に議場見学に参加したお友達のお母さんたちに写真を送ったら
「貴重な経験ができて良かったね。これで議員さんになってくれたら
いいなー。」との声がありました。
今年度からはじまるラーケーションについて、休みが合えば家族で
役場や議場、また議会も見学してみたいです。

Q. 実際に議会に行ってみてどうでしたか？

初めての議場に、みんな「すごーい！」と歓声をあげていました。
手紙への返事をわかりやすく説明してもらい嬉しかったです。
その後、夏休みの宿題「意見発表」作文に議会での話を書きました。
「地域の防災について」何も知らずに「恐い」と思っていたけど、
防災交通課の人の話を聞いて安心した面もありました。
これからは何ができるか考えて行動しようと思いました。
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タケトヨ消防団の活躍に！

障がい者相談員を増員 感謝！
企業版ふるさと納税

町に入ってくるお金や、その使い道が正しいかどうか
を議員がチェックをすることです。9月の定例会では
昨年度の決算認定を行いました。
その中で議会が注目した事業を７つ取り上げます。

決算認定令和４年度

まちのお金はどう使われた？

○「決算認定」ってなに？

Ⓠ何社から寄附が
あったのか？

Ⓠ寄附金はどのような
事業に充てられたのか？

Ⓐ3社。

Ⓐ地球温暖化対策に
10万円。保育園に50万円。
学校給食配送車の賃借料に
10万円。

01
防災

03
福祉

02
企画

消防団とは、本業を持ちながら「自分たち
のまちは自分たちで守る」という精神のも
と、地域の安全安心を守るため設置された
消防機関のひとつです。

障がい者や関係する方が安心して相談い
ただけるよう、身体障がい・知的障がいと精
神障がいに分け、2事業者へ相談支援事業
を委託しました。

議員から質問！

議員から質問！ 議員から質問！

Ⓠ出動報酬が１回2,000円から
１日8,000円に改正されたが、
出動人数は増えたのか？

Ⓠ出動の多い
OB分団の定数を
増やしては？

Ⓠ大きな増額の理由は？

Ⓐ火災１回につき
２名の出動人員が
増えた。

非常時消防費：4505万円

寄附金：70万円相談支援事業委託料：3622万円

自治体の地方創生の事業に対し、企業が寄
附をした場合に法人関係税の控除を受けら
れる制度です。

～決算認定までの流れ～
9月

※議案とは、会議で決定するための提案

Ⓐ理想的な組織のあり方に
ついて、消防団と共に検討する。

Ⓐ令和4年1月から障
がいに関する相談員の
増員をしたため。
相談できない人が出な
いような水準で委託を
している。

 ２日 開会

　
 13日 議案に対する質疑

　
 14日 総務企画
 15日 文教厚生   委員会
 16日 建設経済

　
 21日 討論・採決

議会に議案が出されました。

それぞれの分野に分けて
詳しく審査をしました。

討論で賛成・反対の意見
を伝え、議案について
可否を決めました。

⎧
|
⎨
|
⎩
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CCNCプール たけとよ
運営評価

学校教育の
ＩＣＴ活用を推進

農地の有効活用
にむけて

太陽光発電で
ゼロカーボンへ

05
健康

04
教育

07
産業

06
環境

屋内温水プールの維持管理・運営をモニタ
リングし、適正な維持管理や運営が行われ
ているかの調査を委託しました。

学校ＩＣＴ活用支援業務を委託。ＩＣＴ支援員
を各校に配置し機器の保守や活用方法の
指導、授業計画の支援などを実施しました。

地域の活性化、優良地確保を目的にし
た、農業振興地域整備計画を策定し、デ
ジタルデータ化しました。

公共施設への再生可能エネルギーである
太陽光発電設備の導入可能性調査・計画
策定業務を委託しました。

Ⓠ１年目からの変化は？Ⓠ１年間の評価と課題は？

Ⓠ調査結果は？

Ⓐ徐々に利用者数が
伸びている。
今後の課題として、
イベントの開催、より
一層の広報活動に
期待すると委託先から
報告を受けた。

Ⓐ38施設のうち26施設で
導入の可能性があった。

Ⓠ調査費用は適切か？

Ⓐ適切な金額と考
えている。

Ⓐ整備計画の作成、各種
図面の作成、GISデータ
の作成があり、
それらの業務にかかる
経費となる。

支援業務委託料：1963万円モニタリング業務委託料：215万円

調査・計画策定業務委託料：1045万円計画策定業務委託料：668万円

議員から質問！

議員から質問！議員から質問！

議員から質問！

Ⓐタブレットや電子黒板
の利活用が推進された。
今後も教職員組織で
効果の検証、検討を
行う。

Ⓠ農業振興地域整備計画委託料の内訳は？
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不妊治療への
支援を拡充！

ヘルメットの
着用を！

今年度は
砂川会館へ！

年度の途中に起こった災害や法の改正などに対応
するために当初に決めた予算を増額または減額す
る予算のことです。
９月の定例会では増額の補正予算についても審議
をしました。その中で議会が注目した３つの事業内
容を取り上げました。

補正予算令和5年度

今年度の予算が追加されました

○「補正予算」ってなに？助成額を５万円から20万円に引き上げるととも
に、医療保険の適用と合わせて、支給期限も廃止
されました。

自転車用ヘルメットの着用が努力義務化されま
した。
本町では全年齢を対象に、１件あたり上限２千円
の購入支援をして、自転車用ヘルメットの着用促
進を図っています。

環境にやさしいまち安全・安心に暮らせるまち

安心して子どもを産み育てる
ことができるまち

母子保健事業費：640万円

砂川会館管理費：2500万円交通安全対策事業費：60万円

ゼロカーボンシティを目指し、公共施設への太陽
光発電設備の設置を推進していきます。
今年度は砂川会館へ太陽光パネルと蓄電池を設
置します。

01
子育て

03
環境

02
交通



子供が安心して学べる環境づくりを求めます！

議員討論
～令和４年度一般会計決算～

丁寧で細やかな執行ができた少子・高齢者
       助成額増を

反対
討論

令和４年度のお金の使い方を討論！
賛成
討論

前年度に引き続き感染症対策により、様々な臨機応変な対応が求め
られる中、緊急性のある事業並びに各種イベントの執行について、職員

一丸となって携わっていただきました。
また、町民の要望に応えるため、各事業に対して丁寧で細やかな

執行がされていました。目的の達成に向けてさらなる経済
的な執行に努めていただくことをお

願いし、会派みらいとし
て本決算認定につい

て認定すること
に至りました。

少子化の大きな要因として、子育てにお金が
かかること。保育料・給食費、児童生徒の給
食などの無償化は子育て世代の負担軽減として早
期に実現すべき政策である。夫婦の理想の子ども数

は３人である。負担軽減で特殊出
生率を引き上げる少子化対策を
求める。
また、屋内温水プールへの福祉助成額が
少ない。交流センター並みに増額し、入浴
料の引き下げ、無料回数増。カラオケ室（多目的
室）の使用料引き下げを求める。
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定数改善計画の早期策定・実施と義務教育国庫負担制度の
堅持及び拡充を求める意見書

◎「意見書」とは？ 町の公益に関する事件について、国会または関係行政庁に
 対して提出するものです。

町議会の討論は、お互いに議論を交わし合うことではなく、
賛否の理由を述べることにより自分の意見に賛成・同調す
ることを他の議員に求めることです。

梶田　進

他17件の議案は全員賛成により可決しました。 議案の採決結果 ▶▶▶

会　派　名 みらいきずな
政和
クラブ

公明党
議員団

議案名と主な内容
（議案名は一部省略しています）

議案
番号

○：賛成　×：反対　－：欠席　議長は採決に加わりません。採決結果で意見が分かれた議案（9月定例会）

令和４年度一般会計歳入歳出決算認定認定
第1号

本
村
　
強

梶
田 

進

と
ば 

ひ
さ
し

石
川
よ
し
は
る

南 

賢
治

鳥
居 

美
和

甲
斐
百
合
子

櫻
井 

雅
美

福
本 

貴
久

久
野 

勇

石
原 

壽
朗

鈴
木 

一
也

青
木 

信
哉

谷
川
健
一
郎

松
本 

万
之

石
川 

喜
次

無会派

可○

×

○○○○○○○○○○議 

長○○○

採
決
結
果

かじた　　  すすむ

みらい  櫻井 雅美
さくらい　  　まさみ

意見書を提出します！



会
派
代
表

手話通訳者・要約筆記者の
申請方法も掲載しております。

テレビで議会を観てみませんか？

次回の議会は…

どなたでも傍聴可能です。
2階の議場の入り口にて
受付をしております。

お気軽にお越しください。

［ 9月4日･5日 ］
12人の議員が質問

傍聴の
ご案内

議
員
が
町
政
を
問
う

一
般
質
問

質
問
に
は
会
派
代
表
で
行
う
も
の
と
、個
人
質
問
が
あ
り
ま
す
。

各
記
事
は
質
問
を
し
た
議
員
本
人
が
作
成
し
て
い
ま
す
。

議会を傍聴できます！

12/1（金） 朝9時～開会予定！
請願・陳情の提出期限は
11/23（木）まで！

CCNCケーブルテレビ
12/９（土）・23（土）
朝９時から放送予定！

きずな  石原 壽朗

本年３月に「名鉄知多武豊駅
西グランドデザイン」が策定さ
れた。

いしはら　じゅろう

《答弁部署の略号》
総 総務部 企 企画部 福 健康福祉部 経 生活経済部 建 建設部 教 教育部

Q
中
心
市
街
地
再
開
発
と
も

い
え
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

を
、
ど
の
よ
う
な
組
織
で
推
進

す
る
の
か
。

A　

今
回
策
定
し
た「
名
鉄

知
多
武
豊
駅
西
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
」は
、「
駅
前
居
住
エ
リ
ア

（
黄
色
）」「
生
活
利
便
施
設
集

積
エ
リ
ア（
ピ
ン
ク
色
）」「
に
ぎ

わ
い
創
出
エ
リ
ア（
オ
レ
ン
ジ

色
）」「
緑
豊
か
な
住
宅
地
エ
リ

ア（
緑
色
）」「
武
豊
中
央
公
園
」

「
公
共
機
能
集
積
エ
リ
ア（
紫

色
）」で
形
成
さ
れ
て
い
る
。

　
数
十
年
に
一
度
の
大
き
な
ま

ち
づ
く
り
の
機
会
で
あ
り
、
来

年
度「
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
」

の
よ
う
な
新
組
織
を
立
ち
上
げ

て
進
め
た
い
。

Q
公
共
施
設
の
集
約
化
は
ど

の
施
設
を
対
象
に
検
討
し
て
い

る
か
。

A　

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
目
指
し
、
役
場
庁
舎
、
保
健

セ
ン
タ
ー
、
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー（
新
設
）及
び
社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
を
計
画
し
て

お
り
、
図
書
館
は
全
国
的
に
も

珍
し
い
水
上
に
あ
る
こ
と
を
重

要
視
も
し
て
い
る
。

Q
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
は
、

若
い
世
代
の
意
見
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
る
べ
き
だ
が
。

A　

住
民
説
明
会
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
と
と

も
に
、
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
次
世
代
を
担

う
若
者
の
意
見
も
取
り
入
れ

て
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に

繋
げ
た
い
。

建

▲名鉄知多武豊駅西グランドデザイン
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Q まちづくりには若者の意見を

A 長期的ビジョンであり重要視

町長町長



政和クラブ  石川 よしはる
いしかわ

代
表
質
問

資金調達と資金運用の多様
化、効率化に向けた取組を推
進することが必要である。

クリーンセンター常武跡地にエ
コステーションを設置するが、
その構想と町民の思いは。

みらい  久野　勇
く  の　　　いさむ

A
現
在
の
と
こ
ろ
無
い
。

Q
令
和
６
年
10
月
か
ら
こ
れ
ま

で
無
料
で
あ
っ
た
自
治
体
振

込
手
数
料
が
有
料
化
に
な
る

が
影
響
は
。

A　

年
間
９
０
０
万
円
程
度

に
な
る
と
想
定
し
て
い
る
。

Q
公
金
納
付
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、

次
に
何
を
進
め
て
い
く
の
か
。

A　

現
時
点
で
、後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
と
介
護
保
険
料
が

想
定
さ
れ
る
。
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Q 歳計現金の効率的な運用を

A 定期預金での運用を考える

Q
過
去
か
ら
の
資
金
調
達
レ
ー

ト
を
比
較
し
、ス
プ
レ
ッ
ド（
事

務
費
用
＋
利
ザ
ヤ
）が
ど
の
程

度
あ
る
か
を
比
較
す
る
こ
と

が
、
金
融
感
覚
を
養
う
こ
と
に

繋
が
る
と
考
え
る
が
、見
解
は
。

A　

行
政
職
員
に
も
大
切
な

こ
と
で
あ
り
、
各
種
情
報
収
集

に
努
め
る
。

Q
５
月
か
ら
９
月
ま
で
の
比
較

的
余
裕
が
あ
る
時
期
に
、
歳
計

現
金
を
定
期
預
金
で
運
用
で
き

な
い
か
。

A　

必
要
な
資
金
の
確
保
に
努

め
、資
金
状
況
に
よ
っ
て
は
、定

期
預
金
の
運
用
も
考
え
て
い
く
。

Q
他
市
町
で
は
増
え
て
き
て
い
る

基
金
の
債
券
運
用
へ
の
見
解
は
。

A　

国
債
や
地
方
債
等
で
資

金
運
用
す
る
こ
と
も
、
調
査
、

研
究
し
て
い
く
。

Q
指
定
金
融
機
関
か
ら
の
派

出
窓
口
手
数
料
の
増
額
要
求

は
無
い
か
。

討
し
て
い
る
。

Q
常
武
跡
地
と
周
辺
施
設
を

連
携
し
、
地
域
活
性
化
は
で
き

な
い
か
。

A　

周
辺
施
設
に
長
成
池
公

園
や
壱
町
田
湿
地
、
武
豊
北
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
整
備
中
）な

ど
が
あ
る
。

　

長
成
池
の
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
な

ど
老
朽
部
分
の
修
理
な
ど
検

討
予
定
。

　

今
後
、
地
域
活
性
化
の
促
進

に
努
め
る
。

Q どんなエコステーションか

A 地域に親しまれる施設に

Q
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
新
設
に

あ
た
り
期
待
す
る
効
果
と
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

A　

更
な
る
ご
み
減
量
に
つ

な
が
る
と
期
待
し
て
い
る
。
利

用
者
の
分
散
に
よ
り
、
土
日
、

祝
日
、
年
末
年
始
の
混
雑
緩
和

に
繋
が
る
。
新
施
設
は
、
駐
車

ス
ペ
ー
ス
を
多
く
設
け
、
混
雑

時
に
は
施
設
内
で
待
機
で
き
る

ほ
か
屋
根
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を

設
置
し
二
酸
化
炭
素
発
生
抑

制
に
努
め
る
。
ま
た
旧
管
理
棟

と
周
辺
の
広
場
に
は
地
域
の

方
々
が
利
用
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

会
場
や
災
害
時
の
一
時
避
難
場

所
な
ど
に
使
用
で
き
る
よ
う
配

慮
す
る
。

　

計
画
で
は
令
和
６
年
度
に
工

事
の
実
施
、
令
和
７
年
度
中
に

供
用
開
始
予
定
で
あ
る
。

Q
リ
ユ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

利
用
見
込
み
や
概
要
は
。

A　

リ
ユ
ー
ス
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
は
30
人
／
月
を
見
込

ん
で
い
る
。
取
扱
品
目
な
ど
ス

ペ
ー
ス
を
み
て
増
や
す
事
を
検

▲週末のエコステーション

総総総

総総

経

経 町長



公明党議員団  鳥居 美和
とりい　　　み わ

みらい  福本 貴久
ふくもと　 たかひさ

野菜茶業研究所跡地周辺の
将来に向けた、まちづくりのた
めに、全力で取組んでほしい。

音声コードを付けることで
「人にやさしい印刷物」実現
への可能性が高まります。

会
派
代
表

個
人
質
問

A　

こ
の
地
域
は
、
住
居
ゾ
ー

ン
と
し
て
住
宅
地
を
主
体
と
し

た
土
地
利
用
が
図
ら
れ
て
い
る

地
域
と
、
今
後
計
画
的
に
住
宅

地
を
形
成
し
て
い
く
地
域
と
し

て
、
土
地
区
画
整
理
事
業
や
地

区
計
画
な
ど
を
進
め
て
い
く
。

そ
し
て
、
良
質
な
居
住
環
境
の

創
出
お
よ
び
維
持
・
保
全
を
図

る
と
と
も
に
、
防
災
機
能
の
向

上
や
快
適
で
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
住
宅
地
と
し
て
の
土

地
利
用
を
図
っ
て
い
く
。
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Q 研究所跡地の市街化編入は

A 令和１１年度頃を目指す

Q
庁
舎
が
移
転
す
る
可
能
性
の

あ
る
野
菜
茶
業
研
究
所
跡
地
の

市
街
化
区
域
へ
の
編
入
作
業
は
、

ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

A　

当
該
地
区
は
、
庁
舎
な

ど
の
公
共
施
設
の
集
積
を
図
る

こ
と
か
ら
、
市
街
化
区
域
へ
の

編
入
を
目
指
し
、
現
在
、
愛
知

県
と
調
整
を
行
っ
て
い
る
。令
和

６
年
４
月
か
ら
は
、新
た
な
組

織
体
制
の
も
と
、
都
市
計
画
手

続
き
や
各
種
調
査
設
計
業
務

を
進
め
、
令
和
11
年
度
頃
ま
で

に
は
、市
街
化
編
入
を
目
指
す
。

Q
本
町
の
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
に
お
い
て
野
菜
茶
業
研
究

所
跡
地
、
ま
た
古
場
武
豊
線
、

六
貫
山
線
、
武
豊
港
線
、
知
多

東
部
線
で
囲
ま
れ
た
中
の
市

街
化
調
整
区
域
は
市
街
化
区

域
へ
編
入
し
、
市
街
化
を
優
先

的
に
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
人

口
増
加
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
た
め
、
将
来
を
見

据
え
た
優
良
な
住
宅
地
の
形

成
を
進
め
て
い
く
べ
き
だ
と
考

え
る
が
。

A　

現
時
点
で
、
音
声
コ
ー

ド
を
全
庁
的
に
、一
斉
に
導
入

す
る
こ
と
は
、
費
用
面
、
運
用

面
と
も
に
難
し
い
が
、
合
理
的

配
慮
の
提
供
を
す
べ
き
点
か

ら
、
コ
ー
ド
の
記
載
が
可
能
な

印
刷
物
が
あ
れ
ば
、
で
き
る
範

囲
か
ら
活
用
を
拡
大
す
る
こ
と

も
必
要
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
導
入
の
先
進
事

例
や
、
コ
ー
ド
の
掲
載
方
法
に

つ
い
て
調
査
研
究
の
上
で
、
各

所
管
に
対
し
、
情
報
提
供
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q 公的印刷物に音声コードは

A 掲載方法など調査研究する

Q
音
声
コ
ー
ド（
ユ
ニ
ボ
イ
ス
）

を
活
用
し
て
い
る
事
例
は
あ
り

ま
す
か
。

A　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」「
年

金
振
込
通
知
書
」「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
通
知
カ
ー
ド
」な
ど
各
送

付
物
に
掲
載
す
る
こ
と
で
活
用

さ
れ
て
い
る
。

　

本
町
で
は
障
が
い
者
関
連
計

画
の
概
要
版
と
し
て
作
成
し
た

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
お
い
て
令
和

２
年
度
に
掲
載
し
て
い
る
。
令

和
５
年
度
も
引
き
続
き
ユ
ニ
ボ

イ
ス
の
掲
載
を
予
定
し
て
い

る
。

Q
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
音
声

コ
ー
ド
の
掲
載
は
。

A　

半
年
前
に
発
行
し
た
こ

と
も
あ
り
、
今
す
ぐ
の
対
応
は

困
難
。
次
回
の
更
新
の
タ
イ
ミ

ン
グ
に
向
け
、
今
後
、
調
査
研

究
す
る
。

Q
公
的
な
通
知
お
よ
び
封
筒

な
ど
に
音
声
コ
ー
ド
を
記
載
し

て
は
ど
う
か
。

▲「切り欠き」は音声コードの印

▲駅西グランドデザインより

福

福

建

建

総



きずな  谷川 健一郎
たにがわ　  けんいちろう

個
人
質
問

高齢者とご家族への支援体
制などの強化と不交付団体
となった財政への影響を確認
する。

未来のためだけでなく、現世
代のためにも太陽光発電設
備や電気自動車の導入推
進を。

きずな  石川 喜次
いしかわ　     よしじ

体
と
な
っ
た
が
、
町
財
政
へ
の

影
響
は
。

A　

普
通
交
付
税
の
交
付
な

ど
は
な
く
な
る
が
、
町
税
の
増

収
に
よ
り
カ
バ
ー
で
き
る
。

Q
今
後
の
歳
入
の
見
通
し
は
。

A　

令
和
６
年
度
以
降
、
町

税
全
体
は
減
少
す
る
見
込
み
だ

が
、
適
正
な
地
方
債
の
活
用
や

国
県
支
出
金
を
最
大
限
確
保

で
き
る
よ
う
努
め
る
。

11　　議会たけとよ   No.185  2023年11月1日発行

Q 高齢者福祉の充実・拡充は

A 課題を整理し、検討していく

Q
第
８
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画（
令
和
３

〜
５
年
度
）の
推
進
に
つ
い
て
、

評
価
課
題
は
。

A　

評
価
と
し
て
は「
憩
い
の

サ
ロ
ン
」の
開
設
数
の
目
標
達

成
や「
認
知
症
介
護
家
族
の
会
」

な
ど
の
実
施
が
で
き
た
。

　

課
題
と
し
て「
憩
い
の
サ
ロ

ン
」事
業
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数

の
減
少
や「
認
知
症
迷
い
人
Ｓ

Ｏ
Ｓ
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」へ

の
登
録
者
が
少
な
い
こ
と
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。

Q
第
９
期
計
画（
令
和
６
〜
８
年

度
）の
重
点
施
策
・
法
改
正
は
。

A　

 
11
月
頃
に
策
定
す
る
予

定
と
し
て
い
る
が
、
認
知
症
と

見
守
り
体
制
に
関
す
る
施
策
の

強
化
な
ど
が
必
要
と
見
込
ん
で

い
る
。

　

ま
た
、
国
で
は
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
支
援
強
化
と
併
せ
、
保
険

料
や
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担

に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。

Q
普
通
交
付
税
の
不
交
付
団

福 町長

総 総

り
、
同
水
準
で
も
利
用
で
き
な

い
と
い
う
事
例
が
あ
り
、
今
年

度
よ
り
制
度
を
見
直
し
、
補
助

の
対
象
と
し
た
。

Q
太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入
推

進
を
す
る
た
め
に
、
民
間
が
整

備
を
し
、
自
治
体
が
リ
ー
ス
料

を
支
払
う
、
第
三
者
所
有
リ
ー

ス
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

A　

手
法
の
一
つ
と
し
て
調

査
・
研
究
し
て
い
く
。

Q ＥＶ用急速充電施設の整備は

A 国の動向などを注視している

Q
令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
武

豊
町
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
に
基
づ
い
た
取
り
組
み
は
。

A　

ゆ
め
く
り
ん
か
ら
発
生
す

る
熱
源
を
利
用
し
た
役
場
庁
舎

等
へ
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
。
太
陽
光
発
電
設
備
の
導

入
可
能
性
調
査
の
実
施
。一
部

公
用
車
を
電
気
自
動
車
へ
切
り

替
え
た
。

Q
Ｅ
Ｖ
車
の
普
及
に
向
け
、

町
内
に
急
速
充
電
施
設
を
作

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A　

現
時
点
に
お
い
て
、
町

で
整
備
す
る
予
定
は
な
い
が
、

普
及
の
た
め
に
は
必
要
だ
と
考

え
て
お
り
、
国
の
動
向
な
ど
を

注
視
し
て
い
る
。

Q
住
宅
用
地
球
温
暖
化
対
策

設
備
設
置
費
補
助
金
に
つ
い

て
、
住
民
か
ら
の
意
見
な
ど
は

あ
る
か
。
ま
た
そ
の
対
応
は
。

A　

当
該
年
度
末
ま
で
に
住

宅
の
完
成
が
見
込
め
ず
利
用
が

で
き
な
い
、
評
価
方
法
が
異
な

▲太陽光発電設備の導入予定施設

▲武豊町高齢者福祉計画・介護保険事業計画

経

経経 町長



公明党議員団  甲斐 百合子
か い　　　ゆ り こ

みらい  櫻井 雅美
さくらい　　まさみ

翻訳アプリや「やさしい日本語」
使用など、外国ルーツの子や保
護者への配慮を求めました。

障がいのある子どもとその
家族が安心して過ごせる子
育て支援を！

個
人
質
問

担
任
か
ら
の
貸
し
出
し
な
ど
、

取
り
組
み
方
を
検
討
し
て
い
く
。

Q
保
護
者
に
対
し
て
、
ど
の
よ

う
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
か
。

A　

国
際
交
流
員
が
、
翻
訳

支
援
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
関
わ
っ

て
い
る
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
導
入
す
る

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
」の

中
で
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ

子
ど
も
や
保
護
者
に
つ
い
て

も
、
学
校
と
地
域
協
働
に
お
い

て
支
援
し
て
い
き
た
い
。
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Q 外国ルーツの児童生徒支援は

A 個の状況に対応している

Q
学
校
の
受
け
入
れ
体
制
と

児
童
生
徒
へ
の
支
援
内
容
は
ど

う
か
。

A　

国
際
交
流
員
が
、
学
習

を
支
援
。
ま
た
、
日
本
語
の
語

学
指
導
と
し
て
、
２
名
の
日
本

語
指
導
教
諭
が
、
各
校
を
巡
回

し
て
、
児
童
生
徒
の
状
況
に
応

じ
て
対
応
を
し
て
い
る
。

Q
日
本
語
指
導
が
必
要
な
中

学
生
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な

進
学
支
援
を
行
っ
て
い
る
か
。

A　

日
本
語
指
導
教
諭
が
、

週
に
１
〜
２
回
中
学
校
を
巡
回

訪
問
し
、
個
々
の
生
徒
の
習
熟

度
に
合
わ
せ
た
、
日
本
語
の
学

習
支
援
を
継
続
し
て
進
め
て
い

る
。

Q
多
言
語
翻
訳
シ
ス
テ
ム
な

ど
の
I
C
T
を
活
用
し
た
取

り
組
み
に
関
し
て
、
本
町
の
お

考
え
は
ど
う
か
。

A　

タ
ブ
レ
ッ
ト
へ
の
翻
訳
ア

プ
リ
導
入
に
つ
い
て
は
、
現
時

点
で
は
検
討
し
て
い
な
い
が
、

う
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
町
と

し
て
支
援
は
。

A　

保
護
者
負
担
が
大
き
い

昔
風
の
や
り
方
か
ら
、
こ
ど
も

家
庭
庁
が
目
指
す
形
に
体
制
を

整
え
て
い
く
。

Q
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
で
は
、
障
が
い
児
保
育
は

ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
か
。

A　

本
年
策
定
の
第
３
期
障

が
い
児
福
祉
計
画
で「
保
育
所

な
ど
に
お
け
る
、
障
が
い
児
の

受
け
入
れ
体
制
の
整
備
に
努
め

る
」方
針
を
検
討
中
の
た
め
、

こ
れ
に
合
わ
せ
た
い
。

Q 子育て計画に障がい児保育は

A 受け入れ体制の整備に努める

保
育
園
の
民
営
化
を
難
し
い
と

判
断
せ
ず
、早
急
に
再
検
討
を
！

Q
保
育
園
入
所
は
加
点
方
式

だ
が
、
障
が
い
児
の
保
護
者
が

最
大
加
点
で
も
、
入
所
で
き
な

い
理
由
は
。

A　

安
全
確
保
が
最
優
先
で

あ
る
た
め
。
人
員
の
確
保
が
課

題
で
あ
る
。

Q
人
員
不
足
な
ら
ば
、民
営
化

し
、保
育
士
を
確
保
す
べ
き
。東

大
高
保
育
園
な
ど
の
民
営
化
は

検
討
し
た
の
か
。

A　

改
修
に
あ
た
り
、
検
討
は

し
た
が
難
し
い
と
判
断
し
た
。

Q
他
自
治
体
の
事
例
を
検
討

し
た
結
果
、
難
し
い
と
判
断
し

た
の
か
。

A　

事
例
は
確
認
し
て
い
な
い
。

Q
障
が
い
児
の
親
は
仕
事
を

あ
き
ら
め
る
べ
き
？
介
助
者
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
代
弁
者

…

「
親
」以
上
の
役
割
に
、
と
い

▲安心して産める武豊町に！

福福福

福福

教教教

教



梶田  進
かじた　    すすむ

個
人
質
問

CCNC屋内温水プール温浴
施設、多目的室の料金引き下
げをすべきである。

災害に備え常に心掛けてい
く。自助と共助で、地域社会
には、更に防災への強化を
計る。

きずな  松本万之
まつもと　　かずゆき

業
に
つ
い
て
は
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

Q
カ
ラ
オ
ケ
室
（
多
目
的
室
）

１
時
間
１
０
０
０
円
は
非
常
に

高
い
こ
と
で
、
34
人
の
利
用
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
全
て
無
料

で
利
用
し
て
き
た
こ
と
か
ら

考
え
る
な
ら
ば
利
用
料
は
、

引
き
下
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

A　

利
用
料
金
に
つ
い
て
は
、

事
業
者
と
の
調
整
・
検
討
を

行
う
。
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Q 温浴施設等の利用料引き下げを

A 事業者と調整・検討する

Q
屋
内
温
水
プ
ー
ル
内
の
温

浴
施
設
及
び
多
目
的
室
の
利

用
者
数
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

A　

温
浴
施
設
の
高
齢
者
利

用
数
は
７
３
４
７
人
で
そ
の

内
、
助
成
事
業（
毎
週
月
曜
日
、

無
料
開
放
）で
の
利
用
者
数
は

４
５
５
５
人
。
多
目
的
室
の
利

用
者
数
は
34
人
で
あ
っ
た
。

Q
助
成
事
業
日
の
利
用
者
は
平

均
で
約
１
１
０
人
、利
用
料
３
０

０
円
の
平
日
利
用
者
平
均
は
24

人
。利
用
料
３
０
０
円
は
明
ら
か

に
高
く
、負
担
が
大
き
い
。

　

温
浴
施
設
利
用
者
の
声
は
、

毎
日
利
用
し
た
い
が
、そ
の
た
め

に
は
利
用
料
が
１
０
０
円
、最
大

で
も
２
０
０
円
以
下
。無
料
開
放

は
最
低
で
も
あ
と
１
回
増
や
し

て
も
ら
い
た
い
。

A　

 
利
用
料
に
つ
い
て
、
受

益
者
負
担
の
考
え
で
、
施
設
の

維
持
管
理
を
適
切
に
行
い
、
継

続
的
に
運
営
し
て
い
く
た
め
に

必
要
で
あ
る
。

　

高
齢
者
温
浴
施
設
助
成
事

Q
土
砂
災
害
警
戒
区
域
や
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
道
路（
若
宮
地
区
と

梨
子
ノ
木
地
区
）冠
水
へ
の
管

理
は
。

A　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
に

お
住
い
の
世
帯
へ
は
、
警
戒

レ
ベ
ル
に
応
じ
て
電
話
に
て

避
難
等
を
呼
び
か
け
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

　
　

建
若
宮
地
区
は
マ
ン

ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
を
用
い
、
強
制

排
水
を
行
う
。
梨
子
ノ
木
地
区

は
自
然
流
下
に
よ
り
排
水
さ
れ

る
。
台
風
時
な
ど
に
は
、
職
員

に
て
現
場
巡
回
し
、
冠
水
時
に

は
通
行
禁
止
の
処
置
な
ど
の
対

応
を
行
う
。

Q 自主防災会への支援強化は

A 各区防災組織との強化を図る

Q
一
時
避
難
場
所
で
待
機
す

る
も
簡
易
倉
庫
、
夜
間
停
電

時
に
対
応
す
る
発
電
機
、
被
災

者
対
応
の
車
椅
子
を
準
備
す

べ
き
で
は
。

A　

一
時
避
難
場
所
は
、
安
否

確
認
す
る
場
所
で
防
災
倉
庫
の

設
置
等
は
現
時
点
で
は
考
え
て

い
な
い
。

Q
要
支
援
者
へ
の
個
別
避
難

計
画（
全
区
）の
進
捗
状
況
は
。

A　

今
後
、
ご
協
力
い
た
だ

け
る
自
主
防
災
会
か
ら
試
行
と

し
て
お
願
い
し
て
い
く
。

Q
区
未
加
入
者
へ
防
災
訓
練
へ

の
参
加
要
望
や
働
き
か
け
は
、

具
体
的
に
何
が
行
わ
れ
て
い

る
か
。

A　

災
害
時
に
安
全
な
避
難

行
動
が
で
き
る
よ
う
、
区
及
び

区
自
主
防
災
会
に
加
入
し
、
更

に
防
災
訓
練
に
参
加
す
る
こ
と

を
様
々
な
機
会
を
捉
え
呼
び
か

け
て
い
る
。

▲アンダーパス道路（若宮地区）

▲利用者が少ない平日の浴室

総 総 総

総建

教 教

教



とば ひさし

夏休み中に児童クラブを利
用する親が、弁当を作る負
担をなくしたい！

個
人
質
問
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A　

組
織
体
制
と
し
て
、武
豊

町
情
報
化
推
進
本
部
は
、副
町

長
、６
部
長
、総
務
課
長
お
よ
び

企
画
政
策
課
長
で
構
成
し
て
い

る
。な
お
、外
部
人
材
ス
キ
ル
標

準
の
示
す
役
割
に
よ
る
人
材
役

割
採
用
は
行
っ
て
い
な
い
。

Q
マ
イ
タ
ウ
ン
・
マ
イ
ロ
ー
ド

事
業
を
ベ
ー
ス
に
公
園
草
刈
り

隊
事
業（
㎡
単
価
50
円
）を
試
験

導
入
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

A　

現
状
の
課
題
を
ヒ
ア
リ

ン
グ
す
る
な
ど
、
調
査
研
究
し

て
い
く
。

Q 夏休みの児童クラブ弁当問題は

A 利用者の意向を把握したい

Q
弁
当
を
希
望
す
る
児
童
に
対

し
て
、
本
町
の
弁
当
事
業
者
や

飲
食
店
か
ら
弁
当
を
提
供
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。
飲
食
店

の
経
済
支
援
対
策
に
も
な
る
。

A　

昼
食
の
提
供
を
す
る
場

合
に
、
弁
当
は
最
も
現
実
的
で

合
理
的
な
方
法
。
児
童
ク
ラ
ブ

利
用
者
や
業
者
な
ど
の
意
向
を

把
握
の
う
え
、
調
査
研
究
を
進

め
た
い
。

Q
愛
知
県
教
育
委
員
会
は
、２

０
２
５
年
度
か
ら
中
高
一
貫
校

と
な
る
県
立
高
校
４
校
で
、
希

望
す
る
生
徒
を
対
象
に
給
食
を

試
験
導
入
す
る
方
針
だ
。
県
の

導
入
を
見
越
す
形
で
武
豊
高
校

で
も
給
食
導
入
試
験
が
で
き
な

い
か
。

A　

本
町
は
令
和
８
年
度
に

新
し
い
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を

建
設
予
定（
想
定
４
０
０
０

食
）だ
。
今
後
の
県
の
動
向
を

注
視
す
る
。

Q
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
組
織
体
制

と
、
外
部
人
材
の
採
用
は
。

企

福

建

教

保育士の業務改善にICT活用！
過去に行った一般質問に対し、その後どのように町政に反映されたかを徹底追跡します！

Q保育士の業務改善のため、ＩＣＴ活用
の考えはあるか。

　（令和元年9月議会）

A次期電算システムのリプレースのタイ
ミングをめどに検討を進めている。リプ
レースのタイミングは令和５年度を予定
しているので、それまでにというような
形で考えている。

コドモンというアプリを導入し
ました。スマホでQRコードをか
ざすことで、登降園管理がで
きます。また、病気などで欠席
の連絡もアプリだけで行うこと
ができ、電話連絡が不要とな
りました。

アプリ導入の改善点は休みの電話対応
がなくなったことです。休みの連絡は重な
り、キャッチ対応も必要だったので本当に
大変でした。

園内連絡用にもアプリを利用しています。保育士の負担
は本当に減ったので、さらなるICT活用を目指します。

休みの電話をする手間が省けました。
電話するタイミングも考えなくてもよいのが助かります。

体温表の手書きが面倒。
（今後デジタル対応する予定）

QRコードの読込みが甘く、手動入力
することが多いのが面倒。

その後
どうなった

？

保育園の先生に聞いてみました！保育園のママに聞いてみました！

そ
の
後



研修会・行政視察リポート
ゴミ焼却施設の解体を見学

「読む」から「見る」へ！ 
広報改革

議員が行く！

議会だより
特別委員会

議会だより
特別委員会
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名古屋市で開催された議会広報研修会へ参加し
ました。住民に親しまれ、読んでいただける議会
広報になるために、住民が参加できる企画や、住
民目線で考えることの重要性を学びました。本
町の議会だよりも、具体的に良い点、悪い点を教
えていただきました。

南知多町にあるゴミ焼却施設を見学しました。
公共施設の老朽化が進む中、解体や再利用の方
法について、近隣市町が同じような課題を抱え
ています。知多南部議員との交流を深めるとと
もに、実際に現場を見ることで、工事における
注意点や今後の活用方針を学びました。

8/9
愛知県町村議会議長会
　　　 議会広報研修会

 7/21
 知多南部
（半田・常滑・南知多・美浜・武豊）
　　　　　 議員交流会

開かれた議会を目指して

東京の日経ホールにて「広報
担当者が知っておきたい法律
知識」など3項目にわたる講義
を受講しました。

議会映像のライブ配信と録画配信を
スタートしている開成町での視察は
「え～！凄い！なるほど！」の連続で
した。
広報紙とウエブサイトの両輪で広報
改革を進めてみえました。

9 /25  神奈川県開成町議会
 /26  全国町村議会議長会 議会広報研修会　

1日目 2日目

本議会でも
より開かれた議会
（動画配信など）を
目指していきます！



N
o. 185

見
や
す
く
て
よ
み
ま
ち

が
い
に
く
い
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
フ
ォ
ン
ト
を
採
用

し
て
い
ま
す
。

2023年
11月

1日
発
行

愛
知
県
武
豊
町
議
会

令
和
5年
9月
定
例
会

発
行
／
愛
知
県
武
豊
町
議
会
 
編
集
／
議
会
だ
よ
り
特
別
委
員
会

住
所
／
〒
470－2392 愛

知
県
知
多
郡
武
豊
町
字
長
尾
山
2番
地

電
話
／（
0569）72－1111 

FA
X
／（
0569）72－1671

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
http://w

w
w
.tow

n.taketoyo.lg.jp/
印
刷
／
中
埜
総
合
印
刷
株
式
会
社

議会たけとよ   No.185  2023年11月1日発行　　16

詳細・申込みはこちら▶ 
武豊町議会
ホームページ

徐々に視力を失う網膜色素変性症
30歳で網膜剥離になり、50歳の時に名古屋市の
眼科で網膜色素変性症と診断されました。診断が
下る前が一番不安でした。地元大足区の祭りが大
好きでずっと参加していましたが、見えなくなってき
ている事を言えず、会合に誘われても「行けたら行く
ね」と曖昧な返事をしていました。仕事には何とか
行っていましたが、半分引きこもりの鬱病のような状
態でした。

嬉しかった周りの人の言葉
「この病気は治らない病気です。白杖を持つように」
との言葉に「病気を受け入れて自分らしく頑張ろう！」
と前向きになりました。そして同級生、後輩に病気を
打ち明けました。みんな「何でも言ってね。応援する
よ」と言ってくれ本当に嬉しく心強かったです。

「あいこむ」での活動は
「障がい者だからと隠れている事はない。今はそん
な時代じゃない！」と思いSNSを始め、同じような病
気の方と繋がりました。また、近所を20軒ほど訪問
して「こんな病気になりました。近所で会っても見え
なくて分からんだけで知らん顔してるんじゃないで

ね。声を掛けてね」と話をしました。大変勇気がいり
ました。それから他の視覚障がい者団体で4年間活
動し「あいこむ」としてスタートしました。

誰もが歩きやすい町に
みゆき通りの歩道が狭く、トラックなど交通量が多い
です。視覚障がい者だけでなく、誰もが歩きやすい
町にしてほしいです。

武豊町生まれ。 62歳
武豊小学校、4年生から新設された
衣浦小学校、富貴中学校,東浦高校卒業。
あいこむ/EyeCOM代表

ご縁、繋がり、出会いに感謝

次
回
、1
8
6
号（
12
月
議
会
）は
２
月
１
日
発
行
予
定
で
す
。

榊原 英雄 さん
Sakakibara Hideo

プロフィール

Vol.14

～町民インタビュー～

武豊とわたし

一緒にまちの将来を考えてみませんか？
～ 4年振りに開催  住民対話集会 ～

【日 時】 12月16日（土）  9時45分～
  （9時30分受付開始）
【場 所】 地域交流センター  多目的ホールABC

【参加方法】 WEB申込み
 お電話（役場議会事務局まで）

募集中!

あいこむ/EyeCOM
について

詳しくはこちら

あいこむ/EyeCOM1周年記念講演会にて


